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研究成果の概要（和文）： 「規則の起源」に対する仮説の構築を目的とし、ニホンザル・チン

パンジーのコドモの野外での「物を伴った社会的遊び」において生じる相互行為のデータの収

集を行った。デジタルビデオを利用した微視的な映像分析を行い、チンパンジーの「遊び道具」

の利用と発達、チンパンジーの遊びの社会的ネットワークの形成、遊びの行動学的研究に関す

る理論的論考など、いずれも規則の起源論の構築にとって重要な成果が挙げられた。 

 
研究成果の概要（英文）： The purpose of the present study was to construct the hypotheses 

on the origin of rule-following behavior. I collected behavioral data of interaction during 

“social play with portable objects” among juvenile Japanese macaques and chimpanzees in 

the wild, using digital video camera. I analyzed the details of interaction, and consequently, 

I found some important facts, such as development of playing tool-using behavior among 

wild chimpanzees, forming the social network during social play among wild chimpanzees, 

and theoretical study on ethology of play, in terms of the study of origin of rule-following 

behavior. 
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１．研究開始当初の背景 

「規則（に従うこと）」の起源・進化史は
未だ明らかにされていない人類学上の難問
の一つである。規則と論理的に不可分な条件
の一つは「逸脱可能な規則性を他者に期待す
る」という条件であると考えられる（クリプ
キ 1983; 黒田 1999）。一部の哲学者や人類学
者は、規則には言語が不可欠だと考えるが、

「期待」は言語の存在を必ずしも前提としな
い。したがって規則（に従う行動）の起源を、
言語はもたないが系統上ヒトに近縁な霊長
類の社会行動に求め、その生成にはいかなる
認知的基盤・系統的制約や環境条件が必要で
あるのかを明らかにすることは有効な試み
であり、それを通じてレヴィ=ストロース以
来疑問をもたれることの少なかった、ヒト・
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動物と規則の関係について新たな知見を得
られるものと期待できる。 

同様の試みはドゥ･ヴァール（1998）や黒
田（1999）によって先鞭をつけられ、規則の
萌芽を、前者は類人猿における社会的安定を
維持する支配的な機構に、後者は類人猿の食
物分配に見出そうとした。しかしこれらの現
象は、ヒトとヒトにもっとも近縁な Pan 属
（チンパンジーとボノボ）においてしか見出
されない。進化系統学的観点からは、ヒトに
近縁な動物を比較対象として選ぶのが妥当
としても、Pan 属とヒトのアウトグループと
なるニホンザルなど他の霊長類にも見出さ
れる現象を扱わない限り、彼らの共通祖先以
前から存在していたかもしれない規則の起
源について論じることは論理的に不可能で
ある。 

研究代表者（島田）はこれまでに、ニホン
ザルのコドモの物を伴った社会的遊びにお
いては、物の所有者と非所有者の間に、「物
を持つ方が逃げ手の役割になる」という生得
的ではありえない逸脱可能な規則性を含む
ことを発見した。このように物を伴った社会
的遊びは、霊長類に広く見出されるだけでな
く、物と役割の間の関係という観点から分析
を行いやすいという特徴をもっているため、
規則の起源を論じるに適した現象であると
いえる。 

 

２．研究の目的 

 

以上の点を考慮に入れ、本研究では、規則
の起源を論じるための比較対象種と行動を、
霊長類三種（ニホンザル・チンパンジー・ヒ
ト）のコドモの野生下での物を伴った社会的
遊びに定めた。 

遊びに伴われる物の「価値」を分析するこ
とで、種ごとの遊びの構造や物と役割の関係
などを特徴づけることができ、そうすること
で種間の比較が可能になると考えられる。本
研究はこれらの研究成果と議論を踏まえた
上で、以下の 3 点を三種それぞれについて明
らかにする。 

①物を伴った社会的遊びにおいて、参与者が
遊びに伴う物の「価値」 

②物の所有者と非所有者それぞれの遊びの
相互行為における「役割取得」の在り方 

③1 と 2 をもとにした、物とその価値と役割
取得との間の関係の特徴 

これらを踏まえ、三種の地上性の高さ（そ
の動物が地上を利用する性質）などの生態学
的変異を考慮に入れた上で、各種の遊び集団
ごとに「規則（に従う行動）」の萌芽が見出
だされるか否かを議論する。各種ごとの規則
（の萌芽）を比較し、それが見出されること
の進化的意義を考察することにより、規則の
起源に関する仮説を構築する。 

 

３．研究の方法 

 
タンザニア・マハレ山塊国立公園内外にお

いて人付けされた野生チンパンジーおよび
伝統的生活を維持するトングウェの人々を
対象とした、物を伴った社会的遊びに関する
データ収集を目的に、それぞれ数ヶ月ずつフ
ィールドワークを実施する。野生ニホンザル
に関する同等のデータは、昨年までの宮城県
金華山における野生ニホンザルの調査です
でに得られている。 

三種間の相互行為の直接比較のために、す
べての種で個体追跡法を用い、同じ定義を用
いる。ターゲットのアクティビティは１分毎
に、移動、休息、採食、毛づくろい・会話等
の社会行動、その他に分けて記録する。食物
や道具について、その種・利用頻度を記録す
る。遊びの相互行為場面は、デジタルビデオ
を用いて記録する。遊びに伴われた物はター
ゲットが放棄した後に回収し、形状・種類・
大きさ・重さを計測する。 

コドモの物を伴った社会的遊びの映像デ
ータから、物の所有者と役割取得に関する
分析を行う。 
 
４．研究成果 
 

宮城県金華山に生息する野生ニホンザル
のコドモを対象として、物を伴った社会的遊
びに関するデータ収集を行った。分析の結果、
食べ物としての価値が低い物が、伴われるこ
と、その物に遊びのターゲットとしての価値
がメンバー間で共有され、その結果役割の違
いが明確な相互行為が長時間持続すること、
が示唆された。しかし、夏や冬など、環境中
に食物が不足する時期には、遊び行動および、
物を伴った社会的遊び自体の頻度が減少し、
物を持つ方が逃げ手、物を持たない方が追い
手という役割の明確な遊び方は現れなかっ
た。 

マハレ山塊国立公園に生息する野生チン
パンジーを対象として 2009 年 5 月から 6 月
にかけて 1 カ月半、および 2010 年 9 月から
11 月にかけて 1 カ月半、合計 3カ月間にわた
り、物を伴った社会的遊びに関する調査を実
施した。分析の結果、チンパンジーのコドモ
はニホンザルのコドモと異なり、単独でも対
物遊びをすることが多いことが予想された
ため、単独で対物遊びをする場合と、社会的
に対物遊びをする場合に分けて、データを収
集した。単独での対物遊びの場合、遊び方は
物体の形状に依存しさまざまなパタンが認
められた。一方、社会的遊びの場合には、「樹
形の物体」が伴われることが多く、遊びの誘
いという利用法が多く、長時間にわたって遊
びのターゲットになる場合は、ニホンザルに



 

 

比べて少ないことが示唆された。また、これ
らの遊びに伴なわれる物体の多くは、ニホン
ザルが遊びに伴う物体の場合と異なり、食物
としての価値がある程度高いことが明らか
になった。つまり、彼らは遊びの中では、自
分たちが伴っている物体を、食べ物としてみ
なすのではなく、遊び道具としてみなしてい
る可能性が高い。面白いことに、ニホンザル
の物を伴った社会的遊びの場合とは異なり、
チンパンジーのそれでは、伴われる物体が遊
びのターゲットとしてみなされることは少
ないようだ。 
ニホンザル・チンパンジーの物を伴った社

会的遊びの相互行為上の特徴をまとめ、比較
すると、ニホンザルでは、社会的遊びにおい
て、食物としての価値の低い物体を伴い、そ
うした物体に対して相互行為の中で「遊びの
ターゲット」としての価値を新たに付与する
ことがある。一方、チンパンジーでは、社会
的遊びにおいて、食物としての価値がある程
度高い物体を伴うことが多く、そうした物体
に対して「遊びのターゲット」としての価値
を付与するのではなく、したがって物体を持
つ者と持たない者との間に役割の分化は見
いだされない。 
またチンパンジーのコドモの社会的遊び

の時間空間的構造をビデオ映像をもとに分
析した結果、他個体から遊び行動が集中する
ような中心的な個体はおらず、それぞれのク
ラスターのネットワークには明確な中心が
なかった。クリークのサイズは、2 であるこ
とが多かった。サイズが 3以上の遊びクリー
クは安定せず、短い時間のうちクリーク自体
が二つに分かれたり、メンバーが抜けたりす
ることで、サイズが 2のクリークとなること
で安定する。野生チンパンジーは、狭い空間
で時間的に行動を同調させることにより大
きなサイズの遊びの集団を形成する。これら
の結果から、チンパンジーの社会的遊びにお
いては、直接的にはダイアドでの遊びがもっ
とも普通の状態であり、こうしたダイアドが
同時に狭い空間に生じることにより、ポリア
ドの遊びの集まりが形成していると見るこ
ともでき、身体的にはクリークレベルでダイ
アドの相互行為を行っているが、認知的には
クラスターレベルでポリアドの相互行為を
行っていると考えることができると考察し
た。 
今後ニホンザルのコドモの社会的遊びの

時間空間構造に関して同様の分析を行う予
定である。 
トングウェの子どもの遊びの調査は、予備

調査のみにとどまり、定量的データは得られ
なかった。しかし、予備調査を通じてトング
ウェの子どもたちの遊びやその物質文化と
の関わりについて多くの示唆をえることが
でき、また村長からは来年度以降の調査許可

をえることができた。 
規則の起源論を考察する上で、ヒト、チン

パンジー、ニホンザルの三種の系統関係を考
慮にいれたとき、本研究における以下の発見
は非常に興味深い。つまりニホンザルでは多
くの個体間で同時に生じる相互行為におい
て、食物としての価値の低い物に対して「遊
びのターゲット」としての価値を付与し、そ
の結果、物体の保持と逃げ手の役割とが結び
つくようになるが、チンパンジーでは、二個
体間で生じる個体間の相互行為において、食
物としての価値のある物体に対して、その場
限りの価値しか与えていないようだ。 

ニホンザルにおいては、ある個体がある物
体に対して、一度食物としての価値を認めた
り、あるいは遊び道具としての価値を認めて
しまうと、それに応じた「適切な行為」を行
うという形での「規則に従う」行動が出現し
ていると言えよう。 

一方、チンパンジーにおいては、ある個体
がある物体に対して、食物としての価値を認
めようとも、遊んでいる個体間においては、
その価値はないことにして、行動の自由度を
得ている。つまり本来の価値に対する「適切
な行為」からの逸脱という形で、「規則に従
わない」行動が出現していると言えるのでは
ないか。 

こうした行為の定式化と逸脱が、おそらく
は言語の助けを借りて結びつくことによっ
てヒトにおける「規則に従う（従わない）」
行動が出現したのではないか。 
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